
桜とともに十和田市現代美術館が開館

十和田湖観光の幕開け

　４月19日、市現代美術館で市民を対象にした内覧会が開催されました。
雨にもかからず、内覧会には2,000人を超える市民が詰め掛け、国内外で
活躍する21人のアーティストによる多彩な作品に目を輝かせていました。
　また、市現代美術館前には、新たにＪＲバス東北㈱の定期観光路線バス
の停留所も設置され、これからの十和田市の観光に期待が寄せられます。

　４月１日、雪に閉ざされていた青森市と本市を
結ぶ国道103号（八甲田・十和田ゴールドライ
ン）が開通し、招待客や観光客を乗せた１番バス
が十和田湖温泉郷に到着し、観光協会の関係者や
市民が小旗を振って歓迎しました。
　その後バスは十和田湖畔休屋へ出発。十和田湖
小学校の子どもたちや十和田湖観光婦人部会の皆
さんなど、地元関係者が出迎え、旅行者は温かい
おもてなしに思わず顔がほころんでいました。

多彩な作品がいっぱい

おもてなしの心で迎えます

大好きなおばあちゃんといっしょに

まちの話題やイベントを紹介するコーナー
市民の皆さんからの情報をお待ちしています
問い合わせ先　総務課広報男女参画係
　　　　　　　　　　　　☎㉓5111内線156

官庁街通りを案内しました未来の科学の夢絵画展特別賞受賞

春のクリーン作戦

交通安全総決起大会が開催されました
　４月４日駒っこ広場で交通安全総決起大会が開催されま
した。交通ルールの遵守と交通マナーの実践を習慣づける
ことにより、交通事故防止の徹底を図ることを目的に毎年
開かれています。十和田警察署などの関係者や市民約250
人が集まり、決意を新たにしました。
　また、交通安全母の会は南小学校など市内各８カ所の通
学路に、交通安全を願いストップマークを貼り付けました。

　４月19日、中央公園緑地から官庁街通りにかけて清掃
する春のクリーン作戦が開催されました。今年は、小さな
親切運動を始めて、本市では30周年にあたる記念の年で
もあり、小学生や父兄合わせて集まった市民は約100人。
　小雨まじりの中、たばこや空き缶、プラスチックなどの
ごみを袋いっぱいに集めていました。

　４月20日から十和田市現代美術館前バス停付近に設置
された駒街道さくらさく総合案内。活動していたのは十和
田ボランティアガイドの会とさくら応援隊の皆さんで、30
分から１時間のコースで十和田市の歴史や官庁街通りの桜
の見どころ、市役所展望台などを案内していました。

　「第30回未来の科学の夢絵画展」（社団法人発明協会
主催）において東小学校２年吉田華子さんが見事「発明協
会会長賞」（小学生応募総数7,388点）に選ばれました。
作品名「魚のほねがとりやすいはし」というこの絵は、大
好きなおばあちゃんが魚を食べて骨がつまりそうなとき、
すぐにきれいに骨がとれればいいなという願いを込めて
作ったとのこと。大きな賞をいただけてとてもうれしいと
話していました。

まちの話題やイベン
市民の皆さんからの
問い合わせ先 総務先
　　　　　　　　　

きれいなまちづくりを

交通ルールの遵守を誓い

東小学校２年　吉田華子さん 桜の季節はわたしたちの出番！


